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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月8日(2011.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬学的に活性なペプチド化合物とキャリア巨大分子との水不溶性複合体を含む、薬学的
組成物。
【請求項２】
　前記水不溶性複合体の処方物が、前記薬学的に活性なペプチド化合物と前記キャリア巨
大分子との間のイオン性相互作用により、少なくとも部分的に媒介される、請求項１に記
載の薬学的組成物。
【請求項３】
　前記薬学的に活性なペプチド化合物がカチオン性であり、前記キャリア巨大分子がアニ
オン性である、請求項２に記載の薬学的組成物。
【請求項４】
　前記薬学的に活性なペプチド化合物がアニオン性であり、前記キャリア巨大分子がカチ
オン性である、請求項２に記載の薬学的組成物。
【請求項５】
　該複合体のペプチド含有量が少なくとも５７重量％である、請求項１に記載の薬学的組
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成物。
【請求項６】
　前記ペプチド化合物およびキャリア巨大分子が、０．５：１ないし０．１：１のキャリ
ア：ペプチド化合物の重量比で前記薬学的組成物中に存在し、かつ、前記複合体がマイク
ロカプセルではない、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項７】
　前記ペプチド化合物およびキャリア巨大分子が、０．１：１のキャリア：ペプチド化合
物の重量比で前記薬学的組成物中に存在し、かつ、前記複合体がマイクロカプセルではな
い、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項８】
　前記薬学的に活性なペプチド化合物が、ブラジキニンアナログ、副甲状腺ホルモン、副
腎皮質刺激ホルモン(ACTH)、カルシトニン、およびバソプレッシンアナログからなる群よ
り選択される、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項９】
　前記水不溶性複合体の１回の用量が、前記薬学的組成物を被験体に投与した後少なくと
も１週間、該被験体に前記ＬＨＲＨアンタゴニストの持続した送達を提供する、請求項１
に記載の薬学的組成物。
【請求項１０】
　薬学的に活性なペプチド化合物およびキャリア巨大分子から本質的になる水不溶性複合
体を含む、薬学的組成物。
【請求項１１】
　薬学的組成物を調製する方法であって、
ペプチド化合物およびキャリア巨大分子を提供する工程；
ペプチド化合物およびキャリア巨大分子の水不溶性複合体を形成するような条件下でペプ
チド化合物およびキャリア巨大分子を組み合わせる工程；および
水不溶性複合体を含む薬学的処方物を調製する工程
を包含する、方法。
【請求項１２】
　ペプチド化合物の溶液およびキャリア巨大分子の溶液が、ペプチド化合物およびキャリ
ア巨大分子の水不溶性複合体が沈殿するまでに、組み合わせられる、請求項１１に記載の
方法。
【請求項１３】
　ペプチド化合物の溶液およびキャリア巨大分子の溶液が、水性溶液である、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１４】
　ペプチド化合物がカチオン性であり、キャリア巨大分子がアニオン性である、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１５】
　ペプチド化合物がアニオン性であり、キャリア巨大分子がカチオン性である、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１６】
　薬学的に活性なペプチド化合物で処置可能な病態の処置のための医薬の製造における請
求項１に記載の薬学的組成物の使用。
【請求項１７】
　水不溶性複合体の１回の用量が、前記薬学的組成物を被験体に投与した後少なくとも１
週間、該被験体に前記ＬＨＲＨアンタゴニストの持続した送達を提供する、請求項１６に
記載の使用。
【請求項１８】
　薬学的に活性なペプチド化合物がＬＨＲＨアナログである、請求項１６に記載の使用。
【請求項１９】
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　前記薬学的に活性なペプチド化合物が、ブラジキニンアナログ、副甲状腺ホルモン、副
腎皮質刺激ホルモン(ACTH)、カルシトニン、およびバソプレッシンアナログからなる群よ
り選択される、請求項１に記載の薬学的組成物。
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